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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

■学術抄録については､8月12日までに小林SGMまで､8月15日までに菅原AOMへ提出できるよう進めていくこととしている。
■7/16付け入職の介護員　勝田伸一さんが7/30～31青陽館でのローテーション研修実施。

＜利用者様情報＞

磯島　貴広　様～血圧高値が認められ､昨日に続き頭痛を訴えている。運動プログラムへは自ら参加し､以後は不調を訴えることなく経過している。

上野　康弘　様～札幌市にあるアルコール依存症訓練施設（自立訓練施設）「青十字サマリヤ館」への入所・移行が行われ､8月2日に入所する為､本日でデイケアの利用を終了。最後の面談､及び､施設への申し送りを実施している。｢不安だし､緊張もしている｣等と話しているものの､吹っ切れたように話しており､入所に対する気持ちの整理も出来てきている。

倉橋　生子　様～来所時､37℃の発熱があり､体調を確認すると｢寝不足だ｣と訴えている。睡眠時間は23時～4時過ぎ頃とのこと。その後再検査し､36.8℃へ解熱。｢やる気が出ない｣と訴えて､テーブルに伏せていることが目立っている。

袴田　淑子　様～来所時､37.2℃の発熱があり､体調を確認すると｢3日前から吐気がしていた｣等と訴えている。食事は全量摂取しており､再検査したところ､36.5℃に解熱。

中村　茂　様　～本人より電話連絡があり､｢足がふらつく｣と訴えてデイナイトケア欠席を希望。利用の必要性について伝えるものの欠席を強く希望している。青明舎へも情報提供している。

＜事例検討＞

船場　幸子　様（65）　主病名：統合失調症　利用日：月･火･水･木曜日（週4回）

検討内容目標･計画の見直し
長期目標①病状悪化せずにグループホームでの生活に慣れることができる。

②体重を維持していく

中期目標①困ったこと、不安なことに対処できるようになる。

②現在の生活の中でできる事を増やし、自信をつける。

③体重増加しないよう運動を行う。

短期目標①困ったこと、不安なことはスタッフに話し、表現するようにする。

②家事（調理や掃除など）で興味・関心がある部分を修得する。

③余暇時間を活用しウォーキングを行う。

実施計画①本人の訴えを傾聴し、不安の軽減を図る。問題解決する場合は、落ち着いた口調で順番に出来事を整理し、本人が納得するような形で解決する。

②本人が役割に携わっていること、出来ていることを評価し、自信に繋げる。

③食事や間食状況の確認を行う。ウォーキングをする際は、背筋を伸ばし、腕を大きく振り行うように声をかける。

現在の状況

H26.4.1～グループホーム｢あおぞら｣へ入居している。同施設内で､利用者同士で運営しているグループホーム友の会に入り､会計を担当している。施設内の対人交流においても良好な関係を築いており､同施設利用者同士で集まって世間話をする時間についても負担なく､楽しく参加している。食事については､昼食･夕食はデイケア･青山荘で摂取し､朝食や休日の食事については､他利用者と一緒にご飯を炊き､それぞれで簡単なおかずを調理している様子。

調理･裁縫等の家事が得意で､デイケアでの調理プログラムでは率先して調理を行い､てきぱきと作業している。

廊下の歩行運動や朝の運動については､時間前から準備して実践しており､自分なりに体を動かしている。背筋は曲がってしまうものの､背筋を伸ばすことが大変な様子。

間食については､これまで摂取していたおやつを止め､2リットルのジュースを､数日で小分けにして摂取している程度であり､体重維持を図る意欲がある。

臨機応変な対応が非常に困難で､自身で決めていた予定が突然変わると､混乱して対応出来なくなってしまうことがあり､随時対応を要している。

検討結果

②の目標･計画については､調理･掃除等の家事において問題はない為､目標達成とする。③の目標･計画については､背筋を伸ばしてウォーキングすることは本人にとって負担となる為､本人の身体状況に合わせた対応に変更していく。

